
唱歌集の中の外国曲

- 『小学唱歌集』を中心として(1)

IIIIIl'*一時T仕丁＼

1. 『小学唱歌集(初編～第三編)』

1872年に頒布された学制では小学校に｢唱歌｣ (中学校に｢奏楽｣)が教科として定

められたが,実施の態勢はまったく整っておらず, ｢当分之レヲ欠ク｣との但し書きが

付けられていた(1)伊沢修二らがアメリカに留学(1875-78),音楽取調掛を設置

(1879),アメリカからルーサー･ホワイティング･メイソン(Luther Whiting

Mason)を招噂(1880-82)して準備が進められ, 1881-84年に教材も音楽取調掛編

『唱歌掛図』および同編『小学唱歌集(初編～第三編)』(2)として出版された(3) 『小学

唱歌集』に収録の全91曲(15番と16番はほぼ同じ旋律)のうち多くは欧米の歌謡か

ら選ばれて,原歌詞の内容とは異なる独自の歌詞が付けられた｡これらは｢翻訳唱歌｣

と呼ばれることもあるが訳詞ではないO　ちなみに,アメリカの唱歌においても既存の

旋律を借用して新たに｢教育的｣な歌詞が付けられることが少なくなかった｡すでに

古くから賛美歌では行われていたことであり, 19世紀アメリカの唱歌教育が賛美歌歌

唱と同じ源から発展してきたことを勘案すると(4)それほど目新しい措置ではなかっ

た｡

『小学唱歌集』および解説書『小学唱歌集註解』(5)には出典･原曲名等がいっさい付

されていない｡伊沢修二の『唱歌略説』(6)にはいくらかの情報が残されているが,い

まだに不詳の曲が少なくない｡本稿では,英米の資料をさらに調べてみることによっ

て原曲について明らかになった事項がかなり出てきたので,それらをまとめておくこ

とにした｡以下,各収録曲について論じる｡ただし,スコットランド歌謡からの曲

-第18 ｢うつくしき｣,第20 ｢蛍｣,第24 ｢思ひいづれば｣,第30 ｢玉の宮居｣,第

43｢みたにの奥｣,第46｢五日の風｣,第56｢才女｣,第81｢きのふけふ｣,および第82
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｢頭の雪｣-については別の機会に論じる予定であるので,ここではそれ以外の歌を

対象とする.また, 『初編』にある芝蔦鎮(ふじつね)作曲の第31｢大和撫子｣および

第32 ｢五常の歌｣,メイソン作曲の第33 ｢五倫の歌｣も考察から省いた｡

2. 『初編』収録曲の原曲

『初編』では巻末の第31,第32,第33を除いて既存の外国曲を借用した｡

第1 ｢かをれ｣その他

第1｢かをれ｣から第12｢花さく春｣まで,および第14｢松の木陰｣は,楽曲とい

うよりは音階などの練習教材であり,メイソンの『ナショナル･ミュージック･チャ

ート』 (第2シリーズ)<7,からそのまま旋律を借りたO対応する原曲の題とページを示

しておく｡

1 ｢かをれ｣

2 ｢春山｣

3 ｢あがれ｣

4 ｢いはへ(祝え)｣

5 ｢千代に｣

6 ｢和歌の浦｣

7 ｢春は花見｣

8 ｢鷺｣

9 ｢野辺に｣

10 ｢春風｣

11 ｢桜紅葉｣

12 ｢花さく春｣

14 ｢松の木陰｣

"Lovely May" (p. 1)

"Nature's Fair and Bright" (p･ 1)

``Bells Do Ring" (p. 2)

"Sunshine Bright" (p. 2)

"Fair Spring Days" (p. 3)

"The Sun to Cheer Us Brings the Day" (p. 4)

"Trust in God" (p. 4)

"Let Us Sing a Merry Lay" (p.5)

"See How the Setting Sun" (p. 5)

"Kind, Protecting God in Heaven" (p. i

"Though My Cot Be Poor and Scanty" (p･ 9)

"Birds That in the Forest Throng" (p. 10)

"Trust in God" ("Tho'I wander blindly") (p. ll)

これらのうち第2を除く12曲はメイソン編『新第2ミュージック･リlダー』にも,

『プレパラトリ-･コース』(8)には数字譜で第6と第8以外が,掲載されている｡ ｢鴛｣

以外はドイツのクリスチャン･-インリヒ･ホ-マンの唱歌教科書から転載されたと

いう(9)メイソンはすでに1870年の『第1ミュージック･リーダー』(10)に第1 (歌詞

は"Children Go To and Fro"(u)),第3,第8を収録している(ただし,調性は違

う).メイソンが筆頭著作者である1896年の『教育音楽コース第1リーダー』(12)では,
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わずかに第1のみが別の歌詞("Sing with glee")で収録されていて,さらにその改

訂版である『新教育音楽コース』(13)ともなると,メイソンの名前が著者名から消え,

これらの曲は一つも残っていない｡

第13 ｢見わたせば｣

｢むすんでひらいて｣の原曲で,系譜については海老沢敏が『むすんでひらいて

考』(14)で詳細に論じている｡アメリカ版｢ローディーおばさん｣についてはシックバ

ートの論文(ユ5)が参考になろう｡また,筆者は『むすんでひらいての謎』 (CD)のノー

ツ(16)でアメリカの民謡版に関していくらか補足をした｡海老沢は,メイソン他編の

『第4ミュージック･リーダl (簡約版)』 (1878)に賛美歌の"Guide Me, 0 Thou

Great Jehovah"として収録されていることを指摘して原著の楽譜図版も示している

が(17)これは当初1872年の非簡約版(18)に載ったものである(楽譜は同一)｡この節回

しはクレイマ一版のピアノ曲に近いもので, ｢見わたせば｣の曲がアメリカの賛美歌を

経由して導入されたことには疑いがないものの,直接の出典についてはまだ議論の余

地があろう｡

アメリカの唱歌としてはすでに1840年の唱歌集に採用されている(ついでながら,

アメリカの公立学校の音楽教育は1838年にボストンで始まった)｡これはローウェ

ル･メイソンが編集した『ボストン学校唱歌集』(19)で,その中に"Greenville"と題し

て"Far from mortal cares retreating" (John Taylorの賛美歌)で始まる歌詞と組

み合わされている(ト長調3声部)0 GREENVILLEという曲名はローウェル･メイ

ソンの『ボストン･-ンデ;v　-イドン協会教会音楽集』 {Boston Handel and

Haydn Society Collection of Church Music, 2nd ed･, 1823)で"Gently, Lord, oh !

Gently lead us"に付けられたものが最初のようである(20)｡ 1852年頃出版されたJ.

W.グリーン編の『スクール･メロディーズ』(21)に"Evening Song"および"Happy

Days Are Gliding O'er Us"という歌詞が掲載され,マキャスキー編の『学校と家庭

のための愛唱歌賛美歌集』(22)にも"CradleHymn" (ト長調;これは『フランクリン･

スクウェア･コレクション第1巻』(23)からの転載)とともに"Thoughts of Wonder"

という歌(いずれも作曲著名J.J.Rousseau)がある(後者は『フランクリン･スク

ウェア･コレクション第4巻』(24)から)｡また,この旋律は賛美歌･唱歌にとどまら

ずさまざまな歌に利用された(25)

さらに, 『ボストン学校唱歌集』版の旋律は『第4ミ.1―ジック･.)-ダー』あるい

は『新撰讃美歌』 (1888 ;譜付き, 1890 ; ｢主よめぐみもて("The Lord, Dismiss Us
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withThy Blessing")｣I(26)の版よりも｢見わたせば｣に近いこと,およびル⊥サー･

ホワイティング･メイソンがこの唱歌集をよく知っていたことを指摘しておく｡ ｢見

わたせば｣の旋律はSongs of ChristianPraise with Music (1882)およびHymn and

Tune Book (1871)(の版と同じであり,荊述の"Cradle Hymn", 1844年出版の末

日聖徒イェス･キリスト教(モルモン教)の聖歌集の"Yes,MyNativeLand", 1866

年の『ジュビリー･-lプ』のGREENVILLE (No.475; "Come, thou fount of

every blessing"), 1867年の『テンプル･クワイア』のGREENVILLE ("Far from

mortalcaresretreating")(:などもかなりよく似ている｡なお,シェイプ･ノート賛

美歌(曲名SWEET AFFLICTION ; "Inthefloods of tribulation")では『サザン･

-lモニー』や『セイクレッド･--プ』に収録されていて,いまだに歌われてい

る(29)｡

第15 ｢春のやよひ｣,第16 ｢わが日の本｣

曲は賛美歌のHAPPY LANDである1872年日本で最初に翻訳された賛美歌の

一つであって, 『讃美歌』 (1954)490番｢あまつみくには｣に至るまで,さまざまな歌

詞で歌われてきた(30)伊沢は｢楽譜-作者ヲ詳ニセザルトモ元来天竺国ヨリ出テ欧州

諸国二伝ワリ一一｣(31)と言う｡原詩は1838年にアンドルー･ヤング(Andrew

Young)が書いたもので,日曜学校歌集などを通じて普及した(32)原曲はインドと言

われてきたが(『讃美歌』では曲を"Indianair"),少なくとも賛美歌版はレナード･ブ

リードラヴ(LeonardP.Breedlove,1850)の手になる｡学校唱歌としては1852年出

版のグリーン『スター/¥s　メロディーズ』(33)で"The Scholar's Pledge" (Words by

J･Whitman;2声部)として採用されている1872年出版のメイソン他編『第4ミュ

ージック･リーダー』(34)にも3声部の"HappyLand"が収録されている｡

第17 ｢蝶々｣

原曲は伊沢がアメリカでノレーサー･ホワイティング･メイソンに教わった歌(35)で

あり, 『ナショナル･ミュージック･チャート』に"TheBoatSong" (歌詞は"Light-

ly row, lightly row")1として収録されている(出典なし)｡堀内･井上編『日本唱

歌集』および金田一･安西編『日本の唱歌(上)』(37)などの唱歌集がこの曲を"スペイ

ン民謡''としているのは,伊沢『唱歌略説』の｢楽譜-其出処ヲ詳ニセザレドモ西班

国ヨリ伝来シテ諸邦二行コナノ､レタルモノナルベシトイ-リ｣(38)との解説に拠ってい

るようである(伊沢は｢民謡｣とは言っていないが)｡しかし,これはドイツ曲であっ
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て, "Alles neu macht der Mai"および"H護nschen klein"という2種の歌詞で現在

でも広く歌われており, CDではノレチア･ポップ(LuciaPopp)の『ドイツの子供の

歌と子守歌』(39)にも"H護nschen klein"が含まれている("Alte Volksweise, Text :

H･ A. Kamp 1818")c

19世紀から20世紀初頭のアメリカでは,ドイツ説とスペイン説とがあ-,-たO　ロー

ウェル･メイソンとウェッブ共編の『教室唱歌集』, 『メイソンのノーマル･シンガ

ー』, 『ソング･ガーデン第1集』,マキャスキー編『フランクリン･スクウェア･ソン

グ･コレクション第1集』,およびチャプル編『--ト･ソングズ』では``Spanish

Melody"とされている(40)もう一方では, 1874年出版の"LightlyRow"というウィ

リアム･ライトによる短いピアノ変奏曲では｢ドイツ曲｣である(41)ウィア編『1000

歌曲集』には, "LightlyRow"および"LovelyMay"の2編が含まれていて,後者は

"Alles neu macht der Mai"の訳詞であろう(42)ロ―ウェル･メイソンが一貫して

｢スパニッシュ･メロディー｣としている理由は謎である｡

ルーサー･ホワイティング･メイソンはドイツのホ-マンの唱歌教科書から採っ

た(43)とされるが, 『ナショナル･ミュ―ジγク･チャート』版はホ-マンのドイツ版

ないしはそのアメリカ版(1858)からではなく,ローウェル･メイソンの『教室唱歌

集』および『ソング･ガーデン第1集』と歌詞(しかも, 1番を3番として繰り返すこ

とも)と題名("(The)BoatSong")とがまったく同じであるo　なお,ルーサー･ホ

ワイティング･メイソンは『第1ミュージック･リーダー』 (1870)に…The Boat

Song" (歌詞は1番のみ)を収録している(44)

アメリカではいつごろから"Lightly･Row"の歌詞で歌われるようになったのか不

明であるが, 1840-50年代には替え歌が作られている｡たとえば, 1849年に"Plea for

the Fugitive" (Tune : LightlyRow)という替え歌が奴隷制反対運動で有名な『リベ

レイター　{Liberator)』紙(June29,1849,p･104)に掲載されている(45)また,グリ

ーンの唱歌集『スクール･メロディーズ』 (1852)には, "Air-Lightly Row"として

"Silently, Silently"および"Song of Addition" & HSong of Subtraction"がある(46)｡

なお,ジョン･オグデン『教育学および教授法』 (1859)に遊び歌(Song: "Lightly

Row")として遊び方の簡単な記述がある(歌詞･楽譜なしI(47)

第19 ｢閏(ねや)の板戸｣

伊沢修二は『唱歌略説』で｢楽譜-出処ヲ詳ニセズ｡其意-朝ノ様ヲ形状シタルナ

リ｣(48)と言う｡ 『ナショナル･ミュージック･チャ-ト』(49)に"The Morning Song"
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として載っている歌(2声部)で,ローウェル･メイソンの『ボストン学校唱歌集』(50)

から採られたと考えられる｡後者は3声部で, 5連の歌詞が付いており,歌詞と編曲

(上の2声部)は同一である(同じく-長調;作詞著名･作曲者名はない)0

第21 ｢若紫｣

曲はネーゲリ(Hans Georg N護geli, 1773-1836)の英語版"Charming Little Val-

ley"からであるD 『インディペンデント･ミュージック･リーダー』(51)に含まれてい

るが(ホ長調, 4声部,歌詞3連;作曲者H.G.Naegeli [sic]),メイソンは1870年

の『第1ミュージック･リーダー』(52)では"The Violet" (-長調,単旋律,歌詞2

連;作曲者N･ G. Nagaeli [sic] ',歌詞"Timid, blue-eyed鮎)wer, In thy quiet

bower")として収録していた｡伊沢も｢楽譜-瑞西国ノ大家ニテ学校用唱歌二有名ナ

ル,ネ-ゲリ氏ノ作｣(53)という｡原曲名は不詳である｡

アメリカでは"Charming Little Valley" Arranged for the Piano Forte by E. C. B.

(E･ B. Publication:, Boston: G. P. Reed & C0., 17 Tremont Row, 1853)というシ

―ト･ミュ-ジック(54)が出版されている.ピアノ伴奏付き,ヘ長調,歌詞3連で

"Melody from theGerman"と書かれているが,作曲著名･作詞者名等は付されてい

ない｡唱歌集では1856年出版『メイソンのノーマル･シンガー』 (55)に"Charming

LittleValley'つ作曲者名H･G.Nageli)が収録されていて, 『インディペンデント･

ミュージック'J-ダー』版は歌詞3遵･編曲ともにこれと同一であることから,こ

こから転載されたものと思われる｡

第22 ｢ねむれよ子｣

原曲はドイツの子守唄("Schlaf,Kindlein,schlaf")で,レクラム版『わらべ歌集』

によると歌詞はア/レニムとブレンターノの『少年の魔法の角笛』から来ている(56)｡ア

メリカでは"Sleep, Baby, Sleep"の歌詞が知られていて, "Cradle Song"という題名

もある(57)｡ 19世紀中ごろには"Sleep, baby sleep, / Thy father watches his

sheep ; / Thy mother is shaking the dreamland tree, / And down falls a little

dream on thee." (Elizabeth Prentissの訳詞という)などの英語歌詞ができていたo

"Sleepbaby! sleep,/Ourcottagevaleisdeep"という歌詞で, 1883年版のシート･

ミュージックがあり(58) "MelodyfromtheGerman"と書かれている｡ ｢ねむれよ子｣

(リズムを少し変えている)は子守唄という点では同じであるが訳詞ではない｡また,

"Sleep, HolyBabe"と題する賛美歌としてカトリックの『聖バジノレ賛美歌集』(59)に載
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っている｡これはRev. E. Caswallの作詞であり,内容は聖母子という設定でクリス

マスの賛美歌に分類されている｡

第23 ｢君が代｣

現行版を含めて4曲ある｢君が代｣の一つである｡伊沢は｢楽譜-英国古代ノ大家

ウヱブ氏ノ作レルモノ｣(60)と言っていたが,メイソンの賛美歌集ではWeberとされ

ていたので混乱していた(61)｡安田寛は楽譜を添えて原曲を確定している(62)作曲

家･オルガニストであったイギリスのサミュエル･ウェッブ(Samuel Webbe, Sr.,

1740-1816)が1787年に｢グリー･クラブ｣ (固有名詞)のために作詞･作曲(63)した

"GloriousApollo"というグlサー(glee)で,ブロードサイドとしても出版され(64)現

在に至るまでアメリカ(および日本でも)の大学グリー･クラブ(--ヴァ-ド,イ

ェールなど)で歌われてきた｡メイソンは,のちに自分の唱歌集(65)で"LandofOur

Fathers"という別の歌詞の版(イ長調)を収録したときには,作曲者名をWebbeと

訂正している｡

第25 ｢薫にしらるる｣

メノー派のシェイプ･ノート歌集『-ルモニア･サクラ』(66)の中のDIVINECOM-

PASSION (歌詞はJames Allenの"Sweet the moments, rich in blessing")である

(ただし, 4声部,ト長調で,主旋律はテノlル)o歌詞は『讃美歌』143番｢十字架を

あおぎて｣ (曲名DORRNANCE)の原詩であり,曲名のDIVINECOMPASSIONは

歌詞2番(Truly blessed is the station, / Lowbefore his crossto lie ; / While I see

divine compassion, / Floating in his languid eye)から来ている｡ 『-ルモニア･サ

タラ･-ンドブック』(67)によると, ｢作曲者｣はウィリアム･クーパー(William

Cowper,173ト1800)で, 1851年の『-ルモニア･サクラ』 (第5版)が初出とされて

いる｡しかし,クーパーは詩人として著名で賛美歌も多く書いているが,手元の賛美

歌の解説書等では彼が｢作曲｣をしたことは伝えられていないし(68), 1820年までをカ

ヴァ-している詳細なテンバリー編の『賛美歌曲目索引』(69)にはDIVINECOMPAS

SIONもこの歌い出しの旋律(incipit)も含まれておらず,クーパーの｢原曲｣は確認

できない｡ワッソンの『賛美歌曲目索引』(70)では, DIVINECOMPASSION (1980)

の他にSWEET THE MOMENTS (1843)として項目が立てられている｡後者の注

によれば, Lowell Mason, Carmina Sacra : or Boston Collection of Church Music

(2nde<ア, 1843)が初出で,これが｢薫にしらるる｣の出典であろうO
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第26 ｢隅田川｣

賛美歌のHAMBURGで, 『讃美歌』 142番, 『讃美歌21』 297番の｢栄えの主イェ

スの｣の曲であるO 『ボストン･-ンデル･-イドン協会教会音楽集』 {The Boston

Handel and Haydn Society Collection of Church Music, 3rd ed･, 1825)に収録され

たローウェル･メイソンの作品で,彼自身は｢グレゴリオ聖歌　ベネディクトゥス｣

を出典としていて(71) 『唱歌略説』では｢楽譜-グレゴリヤン,チャント,トテ古代羅

馬ノ寺院ニテ歌ヒタル短曲ヲ集メテ一曲トナシタルモノ｣(72)との解説がなされている｡

しかし,メイソンの孫である作曲家の-ンリー･メイソンは｢グレゴリオ聖歌第1曲｣

を編曲したのではなくその精神(spirit)を受け継いだものとしている(73)｡ 『讃美歌21

略解』も｢原曲は明らかにされていません｣(74)と言う｡

第27 ｢富士山(ふじのやま)｣

伊沢の『唱歌略説』では｢楽譜-独乙国[ママ]有名ノ音楽家-イドンノ作-テ日

光ノ国旗二光輝キテ皇威ノ磐石ノ如ク千古動力スベカラザルノ意ヲ癖-セリ｣(75)とあ

るo　しかし｢富士山｣の直接の原曲は賛美歌ST. ALBANである｡夕やイクス(John

Bacchus Dykes, 1823-1876)が-イドンの交響曲第53番(Symphony No･53 in D

major, "L'Imperiale")第2楽章の冒頭の旋律をもとにして作った賛美歌(76)で,サン

キー他の『ゴスぺノレ賛美歌集総集編』(77)ではNo･ 87 : "Onward Christian Soldiers"

(Baring･Gouldの歌詞)として収録されている｡マキャスキlの『フランクリン･ス

クウェア･ソング･コレクション第1集』(78)にも, "SingingintheRain" (Elizabeth

Akers Allen [作詞者]/Arr. from Haydn, by Rev. J. B. Dykes)という同じ編曲の歌

が載っている(繰り返し部分は後に移されている)｡賛美歌版としてはこの他に"On

Our Way Rejoicing"'(79) , "Jesus, King of Glory" ; "Standing at the Portal" ; HWeL

come, Happy Morning"などの歌詞が配されてきた(80)中村洪介(81)によると,伊沢

の草稿にHBrightlyGleamsOur Banner"が｢原歌｣であると書いてあるという｡こ

の歌詞はThomasJ.Potterが1860年に書いたもので(82)内容は伊沢の解説に適応し

ているが,曲はST. THERESA (1874)が一般的であるようだ(83)

第28 ｢おぼろ｣

曲はメイソン『ナショナル･ミュージック･チャート』(84)に3声部(-長調;歌詞

2連)で掲載されている"Murmur, Gentle Lyre"である｡ 『新鮮3ミュージック･リ

lダー』(85)にも同じ楽譜(歌詞4連)がある｡この曲の系譜は不明であるが,歌詞の
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ほうは1847年出版の『教室唱歌集』(86)に異なる曲で"Night Song"として載ってい

て,これはマキャスキー編『愛唱歌賛美歌集』にも``Murmur,GentleLyre"として収

録されている(87)

第29 ｢雨露｣

曲は『讃美歌』 108番(曲名O SANCTISSIMA, O PURISSIMA)および『讃美

歌21』 260番(曲名SICILIANMARINERS)の｢いざ歌え,いざ祝え｣である｡曲

名としては他にSICILY, SICILIAN HYMNもあり,英米では"Lord, Dismiss Us

with Thy Blessing"および"0 Thou Joyful, 0 Thou Wonderful"など,ドイツでは

"Odu frohliche"の歌詞で知られている｡へノレダーが1807年版の『歌謡における諸国

民の声』の中で｢乙女マリアによせて　シチリアの船乗りの歌｣として"0 sanctis-

sima! O piirissima"のラテン語歌詞で収録した歌である(88)｡印刷版の初出はロンド

ンで発行されたThe European Magazine, 22 (1792, pp.385-8　とされている(89)｡ホ

-マンの唱歌集に収録されているとのことであるが(90)ルーサ-･ホワイティング･

メイソン編のアメリカの唱歌集等には含まれていない(91)｡唱歌としてはすでにロー

ウェル･メイソンがいくつもの歌集に収録している(92)｡
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91･すべてではないが10点を参照した｡ただし,メイソン死後の後継の教科書である

McLaughlin et all, New Educational Music Course, Fifth Music Readsγ (1906, p. 57)に

は含まれている(MORNING HYMN, "Heav'nly Father, ever lead us")c

92. The Boston School Song Book, p. 144 (SICILY, "The Lord, dismiss us with thy

blessing") ; The Song-Book of the School-Room, p. 220 (SICILY, "Praise the Lord,

when blushing morning") ; The Song･Garden, 2nd book, p･ 204 (SICILY, "Heavenly

Shepherd, guide me, feed, me") ; Mason's Normal Singer, p･ 186 (SICILY, "The Lord,
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dismissuswiththyblessing").ローウェル･メイソン以外ではWilliamB. Bradburyand

Charles W. Sanders, The Young Choir (New York : Dayton and Saxton, 1844, p. 73 ;

DISMISSION, "The Lord, dismiss us with thy blessing") ; Radcliff-Whitehead, Folk-

Songs and Other Songs for Children (p. 144 ; "Work (O sanctissima)")など｡

[追記]

第17 ｢蝶々｣に関して　Ernst Klusen, ed., Deutsche Lieder, 2 vols. (Darmstadt : INSEL,

1981)にHAlles neu macht der Mai" (vol.1, p.52)および"Hえnschen klein" (vol.2, p.

727)の両方が収録されている｡前者の注に"T∴ H. A･ v. Kamp 1829.一M∴ trad. 18.

Jhdt.";後者には"T. und M∴ trad. 19. Jhdt."とある｡

第23 ｢君が代｣に関して｡ "Land of Our Fathers"はLowell Mason and George J.

Webb, The Boston Glee Book (Boston: J. H. Wilkins & B. B. Carter, and Jenks and

Palmer, [1838], 1843, p.70-71)に載っていたものである｡イ長調で4声部,テンポはAl-

legro,作曲者はWebbeと書かれている｡作曲者は伊沢のいう｢ウヱブ氏｣であるし,この

歌詞("Land of our Fathers ! Wheresoe'er we roam, / Land of our birth ! To us thou still

art home ; / Peace and prosperity on thy sons attend, / Down to prosperity their in飢Ience

descend･")を念頭においていたならば,国歌の候補として採用したことも理解できないわ

けではない　Wasson, Hymntune Index and Related Hymn Materialsには,メイソンの賛

美歌集がT)ストに挙がっていないこともあって,この曲は含まれていない｡

第25｢薫にしらるる｣に関して｡中村理平が作成した出典一覧表には疑問符付きで

｢Otto?｣とあった(『キリスト教と日本の洋楽』大空社1996,p.603)｡ CarminaSacraは参

照できなかったが,その改訂版のLowell Mason, The New Carmina Sacra (Boston:

Wilkins,Carter, & Co., [1850〕,1851,p.212)にOTTO (作者名･出典なし)という曲名で

収録されていることを確認した｡歌詞･編曲は『-ルモニア･サクラ』のDIVINE COM-

PASSIONと同じである｡

第22 ｢ねむれよ子｣に関して　Klusen, Deutsche Lieder, vol.2 (p･706)にも収録されて

いる｡注(p.851)には, "T.: 1･ Str･ wie S. 703･ weitere Strophen trad. 18 Jhdt. - M∴

angelehnt an eine auf trad. Uberlieferung beruhende Komposition einer anderen Text･

vanante von J. Reichardt. Zur altesten bekannten Forum fgl. S. 703."とある｡


